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2025年度通常総会並びに山形県看護協会・山形県看護連盟合同研修会開催
と　き：2025年 6月28日（土）　　ところ：山形県看護協会会館 3F

〇 13：00～14：50

講演

講師 前秋田大学大学院医学系研究科 保健学専攻  看護学講座
教授 伊藤 登茂子 先生
　

「心を育てる看護の現場」

〇 15：00～16：30
〔合同研修会〕

～看護の未来に向けて～

石田まさひろ議員

訪問施設
舟山病院・米沢市立病院・
三友堂病院・
訪問看護ステーションやまがた・
山形県看護協会・
山形県ナースセンター・
千歳篠田病院・山形済生病院・
篠田総合病院

〔通常総会〕　主な内容
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　若葉が初夏の日差しに輝く季節となりました。
会員の皆様には、日頃より連盟活動にご理解と
ご支援を賜り感謝申し上げます。
　今年は大雪と寒さで長い冬でした。雪害や世界中
で地震や災害のニュースを聞くたびに自然災害の
恐ろしさを感じずにはいられません。被災された
方々に、心よりお見舞い申し上げます。
　今年は第27回参議院選挙の年であります。私
たち看護職の代表である石田まさひろ参議院議
員は「いつも現場目線、看護の未来へ」をキャッチ
フレーズに、全国の看護現場を訪問し現場の声を
国政の場に届けるよう精力的に活動しています。
これからの社会の課題は人口減少であり看護界

の課題でもあります。課題解決のために政治力が求められ、看護政策実現
のためには看護職国会議員の力が必須です。
　さて、来る６月28日（土）2025年度山形県看護連盟通常総会を、山形県
看護協会会館で開催いたします。また、通常総会終了後、看護協会との合同
研修会を計画しています。会員の皆様には、当連盟の活動にご意見をいた
だき、より魅力的な活動としてまいりたいと考えています。皆様のご参加を
お待ちしております。

山形県看護連盟
会長　髙橋　啓子

2025年度通常総会開催にあたり

日本看護連盟スローガン

「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」

年会費年会費
正会員・特別会員 8,000円

　　　2,000円
1,000円

　　　無　　料

看護職　賛助会員
一般　　賛助会員
学生会員

日本看護連盟　5,000円　山形県看護連盟　3,000円

二口
一口以上

P 1

P 2

P3

P 4

石田まさひろ議員
・2月 17 日
　米沢市内、山形市内、
　山形県看護護協会の
　9施設を訪問

2025年度通常総会並びに
山形県看護協会・山形県看護
連盟合同研修会開催について

会長あいさつ
会員募集
トピックス

2025年度重点目標・活動
計画（案）
今後の予定
2025年度収支予算（案）

青年部だより

看護連盟
会員募集

　看護連盟は看護協会が提
言した政策を実現するため
に国政に看護職の代表を送
る役割を担っています。

2025年度会員目標数

2024年度会員数 832人
800人

連絡先：山形県看護連盟　TEL 023-633-8153

仲間と共に
「現場の声」を国政に届け、

環境や処遇の
改善につなげよう！

入会の申込手続きはいつでも受付けます。
ご連絡お待ちしております。

※賛助会員を看護職と一般に見直しました。

～看護職国会議員と共に看護政策を推進するために～
山形県看護連盟　総決起大会

　2025 年4月26日（土）組織代表「石田まさひろ
参議院議員」をお迎えし、看護政策を推進するた
めの総決起大会を開催しました。
　来賓の国会議員、県議会議員より激励のご挨拶
や石田議員の決意表明があり、最後に青年部委員
が中心となって「石田まさひろ応援宣言」を行い
ました。

多くの会員が参集
大いに

盛り上がりました
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今後の予定

〇6月　6日（金）
AM　全国会長副会長等合同会議
PM　日本看護連盟通常総会

〇６月　７日（土）
AM　全国青年部代表者ミーティング
PM　全国ポリナビワークショップ

〇６月14日（土）
PM　定例役員会

〇６月28日（土）
・山形県看護連盟通常総会
・看護協会看護連盟合同研修会

〇７月12日（土）
PM　合同役員会

2025年度山形県看護連盟活動計画（案）
日本看護連盟　重 点 方 針

見える活動、行動する会員、確かな組織づくり

山形県看護連盟　重 点 目 標
１．組織内候補者の高得票数の確保
２．主権者意識を高める
３．会員拡大と支部活動の強化・活性化
４．看護協会・地方議員との連携強化

目　　標 方　　針
　

Ⅰ
政
治
力
・
政
策

　
　

実
現
力
の
強
化

Ⅲ
会
員
の

　

福
祉
の

　

充
実

　

Ⅱ
組
織
の
拡
大
と
強
化

１ 看護職国会議員への支援

３ 看護を理解する県選出国会議員と
　地方議員への支援 

２ 看護政策の実現

１ 会員拡大の推進

２ 組織運営の強化

３ 看護連盟活動の強化充実

１ 事務局の適正運営

２ 福利厚生への対応
３ 諸問題への対応

４ 支部活動の充実と活性化

５ 青年部活動の推進

６ 県看護協会との連携・協働の推進

１）第27回参議院議員選挙での組織内候補者の高得票確保
２）看護職国会議員の活動の周知
３）看護職の主権者意識と投票行動推進
４）山形県看護協会との連携
１）政策実現力の強化
２）「現場の声」の把握と改善
３）日本看護協会の掲げる看護政策を推進
１）県選出国会議員との連携強化
２）地方議員との連携強化
１）2025年度の目標会員数の設定と目標達成　目標数800人
２）看護協会と連携した会員拡大への取り組み
３）非会員の入会と退職者の入会継続の促進
４）看護職賛助会員の入会促進
５）学生会員の確保
１）山形県看護連盟規約に基づいた効率的な組織運営
２）財政等の健全化と適正化
３）日本看護連盟、北海道・東北ブロック協議会との連携・協働
１）組織強化のための取り組み
２）自立した会員育成のためのセミナー開催
３）広報活動の強化・充実
１）支部組織の強化と円滑な運営
２）支部活動の活性化と会員のモチベーションアップ
１）主体的な委員会活動
２）山形ポリナビワークショップの企画・実施
３）青年部委員のスキルアップ
１）県看護協会との連携強化
１）会員登録を適正に管理
２）財政の適正な管理
３）職員の適正な管理
１）規約に基づき対応する
１）会員の安全対策

2025年度収支予算（案）

山看連･日看連通常総会、活動費、支部助成金等
セミナー、機関紙発行

電気、上下水道、ガス
コピー料、事務用品、備品等
 事務所賃貸料、通信費、リース料等

自　2025年4月 1日　　至　2026年3月31日
（単位：円） 【収入の部】

 【支出の部】

科　目 予 算 額 摘　要
1.
2.
3.
4.

会　　費
助成金
その他の収入
繰越金
　収入合計

2,475,000
7,490,000

1,000
1,625,733
11,591,733

預金利子

科　目 予 算 額 摘　要
1.

2.

3.

活動費
　1 ）組織活動費
　2）事業費
経常経費
　1）人件費
　2）光熱水費
　3）備品・消耗品費
　4）事務所費
予備費
　支出合計

5,350,000
4,650,000
700,000
6,220,000
3,300,000
350,000
200,000
2,370,000
21,733

11,591,733
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青年部だより
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編集後記

　4月26日（土）の総決起大会は
大変盛り上がりました。
　この盛り上がりを6月28日（土）
の通常総会、そして、参議院選挙
まで繋げましょう。

2024年度

出前
講座

『新社会人スタートにあたり、
　意思表示・意思決定の重要性について考えてみよう！！』　

開催日：2025年2月26日（水）山形市立病院済生館高等看護学院　27名
　　　　2025年2月28日（金）三友堂看護専門学校　　　　　　　26名

〇青年部委員会活動報告

学生の感想

・看護連盟について詳しく聞けた。
・看護連盟と看護協会の役割について
　知ることができた
・看護職として働く上で国政が係わる
　ことや政治参加の大切さを知った。

青年部の感想

　学生は、国家試験が終了し、長い
緊張から解放されてか、大変リラッ
クスしてワークに参加しており、仲
間とのオープンなディスカッション
を楽しんでいた。学生の満足度も高
かった。

〇グループワーク
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